
 
 
 

1．学校関係者の評価 
 

・教職員一人ひとりが学校評価の趣旨を適切に理解し、自己点検・自己評価に取り組んでいる 
 

様子が見られた。 
 

・引き続き保護者へ幼稚園での生活や活動の過程がさらに伝わるように教育の可視化のレベルア 
 

ップを目指すと良い。 
 

・今後も園全体を見直す機会を設け次年度への課題を見つけて職員間の向上心持続を期待する。 


